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研究成果の概要（和文）：　本研究は、小学生が作文を書く際に必要となる文型を教科書教材や小学生の作文から収集
し、説明型（報告文など）、説得型（意見文など）、語り型（感想文や物語文など）の３類型ごとに、指導に適した学
年や必要度の高い文種、題材、表現意図・言葉の使い方等と指導方法の重点を明らかにすることを目標とした。
　これに対して、８９種類・２９２文型を収集し、その初出学年を指導を開始する学年として設定した。また、３類型
のいずれかだけに多い文型やいずれにも多い文型を明らかにし、使用頻度の高い文種、題材、表現意図・言葉の使い方
等を整理した一覧表データをまとめた。さらに、小学校の授業実践を通して指導方法の重点を明らかにした。 

研究成果の概要（英文）：With an aim to clarifying what sentence patterns need to be focused on and when 
these patterns need to be taught in relation to sentence types,themes,intentions and ways of expressions, 
the present study collected sentence patterns from authorized Japanese textbooks and from essays written 
by Japanese elementary school students, which are considered useful when they write essays.
As a result of the collection, a total of 292 sentence patterns, which can be divided into 89 types, are 
listed up, and the study examined in which year these sentence patterns need to be introduced. The study 
also clarified the distribution of sentence patterns in the three patterns, and compiled a list of data 
on what sentence types, themes, intentions and ways of expressions appear frequently. On the basis of the 
compiled list and the teaching practice in elementary schools, the study suggested what needs to be 
focused on in teaching the sentence patterns.
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キーワード： 小学校作文指導　文種　指導文型　表現機能　表現意図　言葉の使い方　指導方法

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 文章表現の記述段階に欠かせない文型の
指導が乏しく、多くは語彙指導に限られてい
た。指導が見られても、入門期の基本文型の
指導や、発表方法としての「話型」指導とし
てであり、児童の表現力や認識力に資する望
ましい文型指導は、記述中の個々の児童に対
する一回性の膝下指導として行われるのみ
であった。機会を捉えながら児童の発達段階
や表現の要求に応じる文型指導はほとんど
見当たらないという状況であった。 
また、文型や文型指導についても、国語学

や外国人の日本語学習者を対象とした研究
及び指導の実績があるのみであった。国語教
育の分野では、文型について、単文・重文・
複文という主述の呼応構造の数や構造に着
眼した立場や、先にも述べた基本文型のよう
な、主語・述語の品詞による抽象度の高い数
分類を問題にする立場ばかりで、表現性に関
わる具体的な文型は研究の対象になってい
なかった。 
小学生を対象とする文型やその指導法に

関する研究及び実践は、１９６０年代初頭に
数例見られるのみであり、これ以降は見あた
らない状況であった。 
 
２．研究の目的 
 上記の研究開始当初の背景に述べたよう
に、小学生を対象とした指導文型の設定やそ
の指導方法に関する研究は大変手薄な状況
にある。そこで、近年の小学生の文型習得状
況の調査研究や指導法研究の基礎資料を整
えることを目的として研究に取り組むこと
とした。 
具体的には小学校全学年について、指導す

べき文型（「指導文型」と称する）を収集し、
文型ごとに指導学年・使用文種・使用題材・
使用頻度の高い言葉の使い方を定め、併せて
指導法の重点を明らかにすることを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 文型の収集に先立ち、あらゆる文種を、説
明型・説得型・語り型の３類型に整理し、こ
の類型ごとに文型を収集することにした。文
章の類型や文種類別については、国内外に諸
説見られる。本研究においては、小学校の学
習指導に活用することを目的としているこ
とに鑑み、アメリカ版全国学力・学習状況調
査ともいえる、全米教育省の NAEP（National 
Assessment of Educational Progress）の作
文（Writing）における類別を参照した。こ
れ は 、 Informative-type （ 説 明 型 ）・
Persuasive-type（説得型）・Narrative-type
（語り型）の３つである。たとえば、具体的
な文種である、記録文、報告文、記事文など
は説明型であり、意見文、小論文、評論文な
どは説得型であり、物語などのフィクション
や私信、読書感想文、生活感想文などのノン
フィクションは語り型に含むものと考える

のである。 
資料としたのは、小学校国語教科書（平成

17 年度版及び平成 23 年度版の光村図書、東
京書籍、教育出版）や児童作文（研究代表者
がかつて指導した小学校１・４・５・６年生
のもの）である。教科書は作文単元に紹介さ
れている児童作文例だけでなく、いわゆる説
明的文章教材の本文や学習のてびき部分も
資料とした。児童作文はほとんどが生活文で
あった。 
収集した文型は、表現意図や表現機能によ

って整理し、機能番号・文型番号で識別した。
表現意図や機能を決定する際には、『教師と
学習者のための日本語文型辞典』（グルー
プ・ジャマシイ編著１９９８くろしお出版）
や『日本語表現・文型事典』（小池清治・小
林賢次・細川英雄・山口佳也編２００２朝倉
書店）などの文献を参照した。 
さらに、収集資料の中の初出学年を以て文

型ごとに指導を開始する学年とした。また出
現頻度を以て使用の必要度とし、各文型を使
用すべき文種、題材、言葉の使い方を明らか
にした。この段階では、『基本文型による書
くことの指導』（菅井建吉著１９７２明治図
書）や『書き言葉の文型－「文・連文」理解
のための研究－』（１９６１京都市教育研究
所）、『小学校・国語科 指導用文型百二十五
種－表現の意図に関する文型－』（１９６０
神戸市立教育研究所）などを参照した。 
以上の資料や研究成果を踏まえて授業実

践を行い、文型指導上の留意点を明らかにし
た。授業実践に当たっては、当時秋田大学教
育文化学部附属小学校教諭の中村玉緒氏の
協力を得て、平成 26 年度秋田大学教育文化
学部附属小学校公開研究協議会の公開授業
を通して検証した。 
 
４．研究成果 
 前項の記載と重複するが、結論として研究
の目的を概ね達成した。すなわち、８９機能、
２９２文型を収集し、文型ごとの指導開始学
年と使用文種、使用題材、言葉の使い方をま
とめた一覧表データを作成した。 
加えて、附属小学校国語部教員の協力を得

て、授業実践を通して研究成果を活用し、指
導上の留意点を整理することができた。 
 この成果は、例えば小学校国語教科書の作
文教材に活用されうる。また、作文のみなら
ず、スピーチ等の音声言語指導にも活用でき
る。 
 具体的には、研究初年度に文型の 1次抽出
と 2 次抽出を実施した。1 次抽出は文型抽出
の手がかりを得るために、児童作文（語り
型・生活文）や東京書籍の平成 23 年度版小
学校国語教科書の説明的文章教材（説明型・
説得型）から文種を限定せずに広く行った。
2次抽出は 1次抽出した文型を、平成 17 年版
小学校国語教科書（全 6社）の説明的文章教
材コーパスの検索機能を利用して検索した。
すなわち説明型と説得型の文種から文型の



抽出をおこなったことになる。なお、1 次抽
出した文型は、53 機能・１６９文型であった。
2 次抽出した文型は、１９機能・３５文型で
あった。例示すると以下の通りである。1 年
生の指導文型は、機能番号２５「原因・理由」
の文型番号７５「だから～」、文型番号８０
「（わけは）～からです。」、文型番号８４「～
（だ）から～」。2年生の指導文型は、機能番
号２２「仮定条件」の文型番号６７「～だっ
たら～」、文型番号６８「～たら～」、文型番
号７２「～なら～」、機能番号２３「確定条
件」の文型番号７３「～たら～た。」。3 年生
の指導文型は、機能番号２５「原因・理由」
の文型番号７７「なぜかというと～からで
す。」、文型番号７８「なぜなら～からです。」、
文型番号７９「なぜなら～のです。」、機能番
号３８「範囲・限定」の文型番号１３２「～
まで～」、機能番号３９「期限」の文型番号
１４０「～まで（に）～」。 
この結果は、平成 26 年 3 月発行の『学芸

国語国文学』第４６号（東京学芸大学国語国
文学会）に掲載した。 
 研究 2 年目は、「語り型」の文種について
文型の収集と学年設定を行った。資料とした
のは、光村図書、東京書籍、教育出版の平成
23 年度版小学校国語教科書であり、生活作文
教材の児童作文、話すこと・聞くこと教材の
生活叙述部分、読むこと教材の学習のてびき
にある感想や話し合いの記述から文型抽出
を行った。収集した文型は、機能別・教科書
別・学年別に整理し、機能番号と文型番号は
前年度と同じにした。平成 26 年度に収集し
た文例（同一文型を含む使用例）は、光村図
書から１８７、東京書籍から１４１、教育出
版から１７７、合計５０５であった。前年度
と同じ機能・文型のものもあれば、収集でき
なかったものもあり、逆に新規に収集したも
のもあった。これらについて、新規機能の新
規文型、既存機能の新規文型、既存機能の既
存文型に分けて、資料の初出を基にした学年
設定を行った。 
以上については、平成 27年 3月発行の『秋

田大学教育文化学部教育実践研究紀要』第３
７号（秋田大学教育文化学部附属教育実践研
究支援センター）に掲載した。 
 研究最終年度は、平成 26 年度に扱った「語
り型」の文種の文型（平成 25 年度に収集し
た「説明型」「説得型」と共通する文型と「語
り型」として新規に収集した文型）について、
使用文種・題材、使用する表現意図の検討を
行った。文種の 3類型について、ほぼすべて
の文型の使用頻度の高い文種・題材・言葉の
使い方を改めて整理した。対象とした機能は
８９、文型は２９２に上った。研究のまとめ
としてこれらを一覧表に整理し、主な文型に
ついてその指導上の留意点をまとめた。 
以上については、平成 28年 3月発行の『秋

田大学教育文化学部教育実践研究紀要』第３
８号（秋田大学教育文化学部附属教育実践研
究支援センター）に掲載した。 

 さらに、掲載論文の紙幅の制限のために含
められなかった小学校2年生に対する検証実
践の指導案、教材研究資料、授業記録、授業
後の考察は、研究成果報告冊子（80 部作成）
に収載した。 
 検証実践から得られた指導上の留意点の
例としては、第 1に、単発の実践ではいけな
いことが挙げられる。協力してくださった中
村教諭は、指導内容に文型を取り上げる作文
指導の前に、約 1ヶ月にわたって文型に触れ
る経験を導入した。具体的には、文型を「言
い回し」という学習用語（児童にも理解しや
すい用語）として提示し、学級で継続してい
る「日記」の紹介の折に、紹介された児童の
日記の中に見られる文例ごと収集し、教室壁
面に短冊にして掲示した。こうして、多くの
児童が使い慣れない文型を共有しながら蓄
積する段階を経て、文型指導を含む作文学習
へ進めるという手立てを講じていた。「はじ
めに文型ありき」になって、書く内容が文型
にあわせて後から用意されるという本末転
倒を防ぐ効果的な工夫である。 
 また第 2には、上記のような児童による文
型の収集・共有の過程で、学習用語が発案さ
れたことである。具体的には、「ぎゃくのこ
とになる（逆説）」、「こうしたら、そうなる
（仮定条件）」、「並べる（並列）」、「つよめる
（強調）」など、３１種類に上った。 
 指導過程としては、奥津敬一郎氏の英語文
型指導の段階案である、MM（ミミクリー＆メ
モライゼーション・模倣と記憶）→PP（パタ
ーンプラクティス・型練習）→CC（コントロ
ールドカンバセーション・条件作文）が標準
であり、中村実践においても、「言い回し」
の収集時が MM と PP の機会となり、公開研究
協議会における授業が CC の機会になってい
た。 
 今後は研究を発展させ、収集する文型を増
やすこと、機能や文型の類別を再検討するこ
と、文型番号の振りなおしをすること等を行
うことにより、教科書教材作成や授業にいっ
そう役立つ資料となるであろう。 
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